
ご
家
族
・ご
面
会
者
の
皆
様
へ
（お
願
い
） 

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い

季
節
と
な
り
ま
す
。
当
施
設
で
は
、
ご
利
用
者
様

の
「
健
康
と
衛
生
面
」
の
管
理
の
た
め
、
食
べ
物
の

持
ち
込
み
は
ご
遠
慮
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

止
む
を
得
ず
、
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
必

ず
職
員
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

職
員
が
知
ら
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
ま
す
と
管
理

で
き
ず
に
、
「
食
中
毒
発
生
」
や
「
誤
嚥
・
誤
飲
」
に
よ

る
窒
息
の
原
因
と
な
り
ま
す
。 

尚
、
同
部
屋
内
の
ご
利
用
者
様
に
飲
食
物
を
お

渡
し
す
る
事
も
ご
遠
慮
下
さ
い
。 

 

  

食
中
毒
に
つ
い
て 

梅
雨
時
か
ら
夏
に
か
け
、
気
温
、
湿
度
が
上
昇
し
ま

す
と
、
「
細
菌
」
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
時
期
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
「
食
中

毒
」
で
す
。
ど
の
よ
う
な
種
類
の
「
細
菌
」
が
食
中
毒
を

引
き
起
こ
す
の
か
ご
紹
介
し
ま
す
。  

 

  

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌 

人
間
の
鼻
、
喉
の
傷
口
な
ど
を
棲
み
か
と
し
て
、
健

康
な
人
で
も
保
有
し
て
い
る
菌
で
す
。
菌
が
体
内
に
直

接
入
っ
て
作
用
す
る
の
で
は
な
く
、
食
べ
物
の
中
か
ら

増
殖
す
る
「
エ
ン
テ
オ
ト
キ
シ
ン
」
と
い
う
毒
素
に
よ
っ

て
、
そ
の
排
出
す
る
毒
素
が
体
内
に
入
る
こ
と
で
食
中

毒
を
起
こ
し
ま
す
。 

吐
き
気
、
激
し
い
お
う
吐
、
腹

痛
、
下
痢
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す 

 

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌 

食
肉
の
腸
管
内
に
生
息
す
る
細
菌
で
、
食
肉
の
ほ

か
、
鶏
卵
に
も
付
着
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

急
な
発
熱
、
お
う
吐
、
腹
痛
、
激
し
い
下
痢
な
ど
の
症

状
が
現
れ
ま
す 

 

 
 

 

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌 

塩
分
を
好
む
細
菌
で
、
魚
貝
類
に
生
息
し
て
い

ま
す
。
海
水
温
が
上
が
る
夏
季
に
多
く
発
生
し
ま

す
。
発
熱
、
激
し
い
腹
痛
、
下
痢
な
ど
の
症
状
が
現

れ
ま
す
。 

 

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー 

食
肉
の
腸
管
内
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
低
温
を

好
み
、
加
熱
に
は
弱
い
菌
で
す
。
発
熱
、
お
う
吐
、

下
痢
、
筋
肉
痛
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。 

 

ウ
ェ
ル
シ
ュ
菌 

自
然
に
多
く
存
在
し
て
い
る
菌
で
、
カ
レ
ー
な
ど

の
、
大
量
に
調
理
さ
れ
た
食
品
の
内
部
に
発
生
し

易
く
な
り
ま
す
。 

腹
痛
、
下
痢
な
ど
の
症
状
が
現

れ
ま
す 
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「介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」の
更
新 

現
在
「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」
を
お
持

ち
の
方
の
有
効
期
限
は
六
月
三
十
日
で
す
。 

昨
年
の
所
得
額
等
に
よ
り
、
住
所
地
の
市
区
町
村

か
ら
「
介
護
保
険
負
担
額
の
更
新
手
続
き
」
の
案
内

が
郵
送
さ
れ
ま
し
た
ら
、
必
ず
六
月
中
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
新
し
い
「介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」

が
届
き
ま
し
た
ら
、
必
ず
七
月
中
に
受
付
窓
口
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。 

二十四節季 

オ
キ
ド
キ
ニ
ュ
ー
ス 

六
月
号 

芒
種
（
ぼ
う
し
ゅ
） 

六
月
六
日 

雑
穀
の
種
ま
き
を
す
る
時
期
。 

田
植
え
の
時
期
に
入
る
。 

夏
至
（
げ
し
） 

 
 

六
月
二
十
一
日 

昼
間
の
時
間
が
一
番
長
く
な
る
。 

  

【 

消
防
設
備
点
検
の
お
知
ら
せ 

】 

当
施
設
で
は
、
消
防
法
に
基
づ
き
、
左
記
日
程
で

消
防
設
備
の
点
検
作
業
及
び
消
防
訓
練
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
点
検
中
は
廊
下
、
居
室
な
ど
各
所
に

作
業
員
が
立
入
り
ま
す
が
ご
了
承
下
さ
い
。 

ま
た
、
点
検
作
業
の
際
に
は
、
非
常
ベ
ル
が
鳴
り

ま
す
が
、
点
検
の
た
め
で
す
の
で
、
火
災
と
間
違
え

な
い
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

日 
 

時 
 

六
月
四
日
（水
曜
日
） 

 

 

作
業
時
間 

 

午
後
一
時
よ
り 

三
時
間
程
度 

 
 

 

  
 

衣
替
え
の
季
節
で
す 

！ 

今
夏
も
冷
房
温
度
は
、
原
則
28
℃
に
設
定
さ
せ
て

頂
き
ま
す
（
但
し
、
外
気
温
に
よ
っ
て
は
28
℃
以
下
に

変
更
致
し
ま
す
）。 

ま
た
、
薄
手
の
衣
類
と
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す

と
と
も
に
、
居
室
は
限
ら
れ
た
空
間
の
中
で
、
お
互
い

に
利
用
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
使
用
に
な
ら
な
い

「
衣
類
」
「
ク
ラ
ブ
作
品
」
な
ど
は
、
こ
の
機
会
に
お
持

ち
帰
り
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

尚
、
衣
類
を
お
持
ち
頂
く
際
に
は
、 

必
ず
、
名
前
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

「 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て 

」 

 

今
月
の
請
求
書
に
「
お
客
様
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
の
施
設
運
営
、
更
な
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
た
め
に
、
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
頂

戴
し
た
く
行
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
協
力
下
さ
い
。 

尚
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
は
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
に
入
れ
て
投
函
し
て
頂
く
か
、
ご
利
用
時
・
ご
面

会
時
に
窓
口
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
お
入
れ
下
さ
い
。 

 

 

《 

総 

務 

課 

よ 

り 

》 

利
用
料
の
お
支
払
い
は
毎
月
十
五
日
ま
で
に 

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
窓
口
で
の
お
支
払
い
は
年
中
無
休
、
午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時
迄
で
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 

冬冬布布団団かからら  

夏夏布布団団にに変変わわりりまますす  

いつのまにか、汗ばむような季節となりました。 

冬布団から夏布団への入替を、下記の日程で行

います。ご協力をお願いします。 

３階居室 ６月１１日（水） 

２階居室 ６月１８日（水） 

  

  

  

 
 

 

お
や
つ
喫
茶 

 

 

五
月
十
日
（
土
曜
日
）
食
堂
に
て
、
入
所
の
ご
利

用
者
様
を
対
象
に
、
「
お
や
つ
喫
茶
」
を
催
し
ま

し
た
。 

ふ
だ
ん
召
し
上
が
る
「
お
や
つ
」
と
は
一
味
違
い
、

職
員
も
ウ
エ
イ
タ
ー
、
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
の
装
い
に
着

替
え
、
「喫
茶
オ
キ
ド
キ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。  

あ
ら
か
じ
め
、
ご
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
メ
ニ
ュ

ー
の
中
か
ら
お
好
き
な
「
お
や
つ
」
と
「
飲
み
物
」
を

選
ん
で
頂
き
、
職
員
が
ご
注
文
の
品
を
席
ま
で
運

び
、
召
し
上
が
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
外
出
す
る
こ
と

の
少
な
い
ご
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
多
少
な
り
と

も
喫
茶
店
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

  


